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なのは方程式論の立場からのものである。一般逆行列は、 l 型(least squares) 、 m型 (minimum norm) 、
r 型 (reflexive) の 3 付帯条件を満たすか否かによって2 3個の族に分類される。この各族を射影との関
連、および特異値分解に基いて完全に特徴づけ、これらの構造を明らかにした。 l-m型の存在とその
役割を示したこと、分類に際しての双対性の強調も成果である。(第 1 ， 2 節)
正方行列が指数 1 をもっ場合には美しい結果が成り立つ。元の行列と可換な一般逆行列が主題であ
るが、より基本的な値域可換 (μ 型)および同値関係可換 (λ 型)一般逆行列を導入した。これらと m























まず一般逆行列の分類である。 1 ， m , r の 3 条件によって分類された2 3個の族のむのおのを射影および
特異値分解に基づいて特徴づけ、特に双対性を強調した。第 2 に指数 1 をもっ正方行列について μ ，
y 型の 2 つの条件を導入し、これと m， 1 型との関連を明らかにした。第 3 に指数 k の正方行列につい
ての東屋ー Drazin逆行列の特徴づ、けを行ない、定義の条件の冗長性を指摘した。第 4'こ統計学におけ
る線形回帰理論への応用を試み、 Gauss-Markov定理を 1 ， m型一般逆行列の双対性から導いた。第 5
に一般逆行列を計算するための諸種の数値アルゴリズムの性能を比較検討し、直接法において行列を
より正則な行列の積に分解する方法の有用性と、反復法に内在する困難を指摘した。最後に一般逆の
概念をさらに一般な任意の写像に拡張し、行列の場合の性質がかなりの範囲に成立つことを示した。
これらの結果は一般逆行列の理論に対する重要な貢献であって、学位論文として価値あるものと認
める。
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